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ブルーノ・タウトにより計画された住宅と暖房設備

田中辰明／お茶の水女子大学名誉教授、日欧室内気候研究室室長

平山禎久／日欧室内気候研究室研究員
柚本玲／お茶の水女子大学、日欧室内気候研究室研究員

して労働巻の惟宅I,11地造りに努力したちなみに「近

代建築の鵬」 と詩われるペーター・ベーレンス

(PeterBehrens : 1868年-1940年）によるAEGター

ビンエ場は1909イドに建設されている(1j:典-1)｡

タウトは1933ｲ'七までに12,000戸の勤労新住宅を建設

している。氏はこれをジードリング(Siedlung: l･11地）

と呼んでいる。太'{ﾙを取り込み、ヴイーゼ(Wiese)

と呼ぶ芝堆のある庭を設け、当時からrl勤単の鰈及を

考慮し、彫|〔場を設けるなどの配慮をしている。団地

であるだけにl'1じ伽1IIを繰り返して建投している例が

多い。 1925fliにベルリンの南部のリツツ(Ritz)に平

面的に兇ると馬蹄形に兇える1寸1地を造っている。馬蹄

をドイツ謡でフーフアイゼン(Hufeisen) と呼ぶが、

フーフアイゼンジードリング・ブリッツ

(HufeisensiedlungBl･itz) として有椚である。完成は

1930年で1963ﾉfであるその他ベルリンの西郊オンケ

ル・ トムズ・ヒュッテ(OnkelTomsH(itte)に造っ

た森の付|地“ヴァルドジードリング・オンケル・ トム

ズ・ヒュッテ:WaldsiedlungOnkelTomsHUtte"

も規模が大きく1926年から1931年の間に完成している。

1952戸あるが、 ここには486戸の独立住宅もしくは2

1'1|:の家族を1棟とした住宅も含まれている。

リューデスハイムプラツツ （RUdesheimerplatz？

はじめに

ブルーノ・ダウ1、 (BI･unoTaut : 1880年-1938年）

は当時ドイツ領であったケーニスベルク(K6nigSberg:

現在ロシア領カリニングラード）に1880年に生まれた。

ケーニスベルクは18世紀にはカント(ImmanuelKant

1724年-1804年）が教叩をふるった士地で、 ノーベル

倣受徽者の化学瀞オットー・ヴアラツハ(Ott()

Wallach : 1847年-1931年）、 l'l'i家のコルヴイツツ

(KatheKollwitz : 1867ｲドｰ1945年)、 「会議は帥る」の

戯l1l1を発表したリチャルド・ハイマン (Wernel･

RichardHeymann 1896-1961)、天文学者のコペル

ニクス(NikolausKopernikus : 1473年-1543年）作

家のジークフリード・レンツ(SiegfriedLenz: 1926

年-)、ポツダム(Potsdam)にアインシュタイン琳等

を設計した建築家メンデルゾーン(ErichMendelsohll :

1887年-1953年)、キルヒホフの法則を確立したキルヒ

ホフ(RobertKirchhoff : 1824年-1945年）ら多くの

著名人を誰出した土地である タウトはケーニスベル

クのギムナジウム(Gymnasium:商等学校）を卒巣

後、 2年間建設業で実習を行い、ケーニスベルクの|：

木建築学校に入学し1931年に卒業している。その後ハ

ンブルグ(Hamburg)、ベルリン(Berlin)、シュツッ

トガルト (Stuttgart)で修ｲ｣:を砿ね、再度ベルリン

で修行を行っている。

1 建築家ブルーノ・タウト

1913年ライプチヒ (Leipzig)の|延I際建築博覧会に

｢鉄の記念塔」をIIW!， さらに1914年ドイツ_1:作迎州

腱に「ガラスの家」を発表し ・雌表現胃iﾐ義の建築家と

して名声を得る。 1914年節・次llt界大戦の勃発により

雌築家活動が不可能になり、 1920年にはマグデブルグ

III (Magdeburg)の土木建築課長になり、戦後の復

興に努める。当時から建物に満色することに傾注した

1924年44歳の時にベルリンの住宅供給公社ケハーク

(GEHAG)の主任建築家に就任し、当時ベルリンに

地方から職を求めて人11の人i,t流人があったのに対応

写真-1 AEGタービンー正場(PeterBehrens設計

19()9fi:)
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1912年)、 ジードリング・アイヒカンプ(Siedlung

Eichkamp : 1925年-1927年）、 トリア辿りの住宅

(WohnanlageTrierStraBe : 1925年-1926年)、ヴア

インガンドウーファーの住宅 (Wohnanlage

Weingalldufer : 1925年-1926年)、 シエラー公|刺の住

宅(SiedlungSchlerpark : 1924年-1930<li)、 フライ

エ・ショッレ・ トレビンの住宅団地トレッビンのフラ

イエ・ショッレ(SiedlungFreieScholleinTrebbin:

1924年-1926年）、 ガルテンシュタットの住宅

(GartenstadtFalkenberg: 1913年-1916年）などは

現存している団地である。

そもそも第・次世界大戦で敗戦した後のドイツ経済

は散々なものであった。戦勝国から膨大な賠償金を突

きつけられ、労働者は働けど側けど術に貧乏のどん底

にいた。常識を超えたインフレーションに財閥は樹を

得たものの、労働者階級の生活はどうにもならないも

のがあった。このような背最があり、ナチスが支持を

得て台頭し、再びドイツを破局に追いやるのである。

当時のベルリン在住の労働者階級をスケッチに残し

た画家にハインリッヒ・チレ(HeiricllZille : 1858年

-1929年）がいる。チレは常に労働者の側に立ってス

ケッチを行った。このスケッチを兇ると当時の労働者

のベルリンにおける生活が理解できる。わが膣Iにおい

ても少子化が問題になっているが、 ドイツの方が早い

時期に少子化時代に入っていった。現ｲI;のベルリンは

極めて子供の数が少ないが、ブルーノ・タウトがそし

てハインリッヒ・チレが活躍した時代の労伽者階級は

極めて子沢山であった。子供が保険代わりであったの

か、当時の幼児の死亡率が高く多く子供を生まないと

子供に将来を託せなかったのか？凶－1は赤ん坊のお

図－2 チレのスケッチ「貧乏長屋の生涌は厳しいが、祭

I)は楽しい｣間

守りを頼まれた女の子が「お母さん、フリッツのおし

めがびしょ濡れだよ！」と叫んでいる。窓から顔を出

した母親は「l｣の当たる所に瞳いときな！」と符えて

いる。 ｜叉'－3、 IXI-4は子沢山であった当邪の集合住

宅の室内をﾝ｣くしているが、当時はこのように陶磁製の

|暖炉カッヘルオーフェン(Kachelofen)によるl暖屍が

行われていた。肌の顔は貧乏に耐えかねた表怖である

が、子供の顔はどれも|ﾘ]るく笑顔には将来の希望を感

じる救いがある。これがドイツ人の伝統精神かとも考

えられる。

ドイツ神話にあるようにドイツの神には茂昏がある。

DB鰄蝿醗忙砂恥1噸&“剛・
汐肌nhhF加jf馳nF含御"1両画もnoll

雌Fij 1JF‘叩‘ J0,., . ．4 咽. 、

図－3 チレのスケッチ「子沢山家族の居室、左奥に|暖肪

機であるカツヘルオーフェンが見られる厩’

図－1 チレのスケッチ｢お母さん､フリッツのおしめがび

しよ満れだよ！」「|］のあたる所にliftいときな！」隅
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始め、子供たちは悪い住環境の中で無事成長したとし

ても第二次l1l:界大戦の兵士として戦場に散ったか、銃

後の守りに徹し、攻め入られたソ連軍の犠牲になった

か、それもうまく生き延びても戦後の復興に自らを犠

牲にしてがむしゃらに働いた人たちであろう。ブルー

ノ・タウトが活躍した時代のベルリン市の人口、住宅

数、住居の形態を図－7に、ベルリン市住居の居室数

の変遷を表－1に示す。

免蛎

図－4 チレのスケッチ「貧乏長屋に住む大家族、子供の

顔は明るい｣‘

しかし滅亡したかに兇える神は必ず蘇えり、 1呼び繁栄

をもたらす。第一次llt界大戦での敗戦、そして経済復

興、理想的な国家といわれたワイマール共和I1(I"IIil、

第2次世界大戦での敗城、そして再び脅威の復興を果

たしたドイツ精神がこの絵に良く表れているのである。

多くの女の子は頭に大きなリボンを付けてもらって

いる。遊ぶ玩具もなく、男の子は鼠の死骸を玩典にし

ている。女の子が「どうしてアンタの鼠は死んだの？」

と聞いているのに男の子は「オレンちとても湿ってん

だ！」と答えている(IXI-5)。結露によりカビの生

えているような当時の労働者住宅を連想させる。 ｜叉1－

6には「最貧乏人の引越し」というタイトルが付けら

れている。住環境の悪さから体を壊し、職も失った男

が家賃の滞納から家を追われたのか、全財産をリヤカー

に載せて家を出て行く、でも荷物の上の子供には笑顔

が見られる。このスケッチに描かれたフリッツ坊やを
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表－1 ベルリン市の住勝のﾊ';室数の割合

年 ’1.5室 l2室 ’2.5室 l3室 l35室以上

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

824

980

1,676

3,392

5,912

6‘127

5．923

1，518

1↑591

1，688

4，687

8，472

8，289

9．062

3，016

2，986

71082

12，871

5，871

5，873

6．160

1,040

923

1,292

1,427

1,433

1,357

908

3,652

2,827

4,421

4,368

3,118

2,859

1．375

■

合計

割合

8,380

6.2％

24,834

184％

35，307

26．2％

43，859

32．4％

22,620

16．8％

引用:ベルリン市統計局年報

2．ジードリングの暖房

1920年代に建設されたものが多く、現在も修理、保

全を砿ね多くの住宅は大変に良い状態で維持され使用

されている。しかし当時は現在の建築設備のようには

丘

図－5チレのスケッチ「どうしてあんたの鼠は死んだの？」

「おれんちとても湿ってんだ｣侭
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進んでおらず、暖房は暖炉によった。これは鋳鉄製、

カッヘルオーフェン(Kachelofen) と呼ばれる陶磁器

を川い、放射成分の多い放熱器を川いていた。これは

住宅内部を州いたチレのスケッチでも多くカッヘルオー

フェンが兄られる事からも推察される（|叉'－3， lx'一

4）。 》1111#のカッヘルオーフェンはｲi炭炊きが多く、

この機柵I叉lを|叉1－8のカツヘルオーフェンは附磁製で

移動も1I｣.能であった。磁器表面からは放射により放熱

されたが、 ｜叉1－8の左は温風が上方から、 イiは側ﾉjか

ら出るようになっていた。これは対流によるl暖腸であ

る ｜叉1－9の左は間仕切壁を挟みi'mi方の部朧の暖腸が

行われたものである。間仕切り壁の左の部雌はiIに洲＆

風で|暖房され、右の部屋は主に放射により|暖腸が行わ

れた。

このカッヘルオーフェンは徐々に取力式のil,,i水I吸腸

に切り粋えられ、中央式に変化してきた。ベルリンの

労働荷とその家族のスケッチを多く残したハインリッ

ヒ・チレはﾂｼ:典も多く残している。 J'i時ドイツのﾂj:X

機は11t界で雌も進んでいたが、それを使川できる人は

|災られていた。氏が撮影した写真はベルリンの地ド鉄

ハイデルベルガープラッツ (Heidelbergerplatz)の

ホームに腱ﾝJくされている。当時の生活を知るtで砿要

な写爽であり、チレ自体の写真も残っている（写典一

2） 当時の|暖房でカツヘルオーフエンがII!心であっ

た'ji:は、氏がカッヘルオーフェンの前に立って写って

Trqnspo吋画bieker@mischeDquerbrand6fen
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面

写真－2 カッヘルオーフェンの前に立つハインリツヒ

チレ： 1920ｲ|;代後期のり:典であろう「老人チレ」

とのタイトルがある

いることからも分かるこれには「老人チレ」という

タイトルが付いている。チレは1929年に亡くなってい

るので、その直前くらいの写典であろうか。

ヴァルドジードリング・オンケル・ トムズ・ヒュッ

テ(WaldsiedlungOnkelTomsH(itte)のアイスフオー

ケルヴェーク (EIsvogelweg)に建つ住宅で解説する

と、玄関側には駐叩スペースが設けられ、緑を配置し

ている。地k31ff (3階は膣根典部屋を改造して現在

は居篭としている)、地-ﾄﾞ1階であるが、地下1階に

温水暖腸川のボイラがi没|冊され、屋根喪部屋には|州放

式の膨張水榊が設|〃されていた（写真-3)｡ボイラ

が地ド室でスペースを取ることから1970年代に多くの

住宅はこれを撤去し、小ﾉ則のガスボイラに切り替えポ

ンプで循環する1'1央式の洲水暖房に切り替えている。

それと同時に屋根裏部屋の開放式膨張水槽も撤去され

密閉式の膨張水桝が小咽化されボイラの近くに設置さ

l
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･保守や運転が簡単である

．部屋の熱負荷に対応して運転しやすい

．中央で制御ができる

.長期間の運転で経済的である

．特別な付属設備は不要である

れるようになった。とl可時に屋根裏部屋は居室として

使用可能なように模様替えが行われた。

3．重力式循環温水暖房

現在では重力式温水暖房は過去のものとして忘れら

れているが、筆者らの内、田中がベルリンに留学した

1970年代にはまだ住宅に残っており使用されていたも

のである。ポンプを使用しないで運転をするので、む

しろ多くのノウハウが必要であった。この技術は職人

の技として親方（マイスター）から弟子（徒弟）へ伝

えられてきたが、これを学問として体系付けたのがへ

ルマン・ リーチェル (ProfHermannRietschel :

1847年-1914年）である。

重力式循環温水暖房は返り温水の冷えた比重の大き

い水と、送り温水の比重の小さい水の比重差により生

じた循環水を使用したものである。各放熱器での差圧

はボイラと各放熱器の高さの差と、送り温水と返り温

水の比重差により求められる。循環力が小さいときは

システム内の水に対する抵抗を小さくする必要がある。

そのために太い配管を使用する、制御設備の使用を必

要最小限に抑えることが必要となる。重力式循環温水

暖房の原理は図-10に示すようである。送り温水温度

を90℃、返り温水温度を70℃とすると、 90℃の温水1

mの圧力は9653Pa、 70℃の温水1mの圧力は9778Pa

であるから、その差は125Pa/mとなる。ボイラ中心

と放熱器中心の差が3mであると、 △p=125Pa/mx

3m=3750Paとなり、これが温水循環の駆動力となる。

重力式循環方式は温水循環ポンプの発達しない時代

によく使用され、発達したものである。自然の循環力

を使用したという点で配管が複雑になった場合に（例

えば鳥居配管が存在する） うまく循環しないようなこ

ともあった。それだけに当時の暖房技術者の誇りうる

技術でもあった。一般に亜力式循環温水暖房は、以下

のような長所を持つ。

一方でポンプ式温水暖房に比べ配管が太くなること

から以下のような欠点がある。

・配管設備費がかさむ

・循環水晶が多いので装置熱容量が大きくなり、予熱

に時間がかかり、配管からの熱損失も大きくなる

・冬季に運転を中止した場合に凍結事故を起こす危険

がある

？

配管方式は一管式または二管式で住宅、事務所建築

で使用される。開放式膨張水そうにより大気に開放さ

れている。配管内水速は0.2m/sまでである。循環ポ

ンプが良くなった現在では施工例は少ないが、既存の

欧州の住宅では多数この方式が残っており現在も使用

されている。この方式も配管方式により下方分配方式、

上方分配方式、水平分配方式に分類される。

下方分配方式の配管使用量は上方配管方式より少な

く経済的である。放熱器の下の横引き配管スペースは、

多くの場合地-ド室の天井裏が使用される。上方分配方

式は循環圧力が大きくなり予熱時間が短くなる。しか

し配管材料の使用城が多くなり経済的ではない。この

システムは地下室のない建物で使用された。上方の横

引き配管を屋根裏部屋に敷設したので、屋根裏部屋が

温まった。水平分配方式は多くの場合、往き管と返り

管が共通の一管式であった。同じ大きさの放熱器であ

れば熱源であるボイラに近い方が放熱冠が大きく、放

熱器の選定にはそのような配慮が必要であった。

各階方式による重力式循環温水暖房は各階の住宅所

有者が運転でき、燃料節約の可能性が高い。暖房費徴

収の計算が簡単であり、小さめの建物に適用される。

･危険性が少なく、騒音や振動がない

．80℃以下の低温の暖房である 4．住宅の換気

ベルリンは内陸性気候であるので、冷房は必要ない

にしろ、夏に粋い日もある。その為タウトの住宅では、

写真－4に見るように、玄関と反対側の庭の扉を開放

すれば通風による換気が出来るようになっている。ま

た写真－4の右には現在の階段としてはやや急な階段

が設けられ、煙突効果を利用した自然換気も行われた。

地下室には換気窓が設けられ、ボイラの燃焼に対応す

ると同時に住宅内の縦方向の換気流入口となった。写

真－5の上部に見える格子状の網目は厨房に対する換

気の吸入IIである。建設当時は石炭類の直燃焼が行わ

0
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放熱器
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図－10重力式微環温水暖房の原理
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戸ご 画‘ 6 写真-7 Waldsie(llungOnkelT()msH[iltcの

Eisvogelwegに建つ住宅の防犯に配慮し

た罪（雌近の改築）

Lツ

､

写真-5 WaldsiedlungOnkelToms lI(itteの

EisvogelweRに建つ住宅の換気l l

れたし、その後もガスによる調理が行われた。が真一

3は庭側から見た化宅である。隣家との|H1には商いフェ

ンスは設けず、低めの植木により境界が定められてい

る。庭の様子を写典－6に示す。 ),'}案から庭へは寒地

であることから2砿の扉を開放することによりIIIるこ

とが出来る。案内側の扉は防犯に配慮し、 1ケ所のノ

ブを閉めれば数簡ﾉﾘ『の釘が飛び出し、 ロックをする厳

fnなものが現在では川いられている('ﾉj:典－7)。写

真－8にヴァルドジードリング・オンケル・ トムズ・

ヒュッテにおける住宅供給公社ゲハーク (GEHAG)

により1926年から1931年の間に建設されたことを示す

住宅を示す。写典－9にヴァルドジードリング・オン

写真-8 WaldsiedlungOnkelTomsH(itteは住宅供給

公社GEHAGにより1926年-1931年に雌設された

と表記のある｛1§宅
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写真－11にはベルリンのヴァイセン湖トゥリア通り

(WeiBenseeTrierstraBe)に建つ住宅を示す。これは

48ノミfからなり、 1925年から1926年の間に建てられた。

1階はl!『、 3階は赤、その他は黄土色の配色でどぎつ

く感じるが、冬季に雪が降り、思い雲が垂れ込める日

が続くようなときには大変良い配色であるように感じ

られる

医_勘 5．近代の放熱器

カッヘルオーフェンが室内装飾品でもあったように

岐近では放熱器が室内装飾品にもなってきて居住考の

心を和ませるように配慮されている。 ・ ・時は第一次大

戦後の放熱器のように単に放熱性能を満たせばよいと

いう考えで実川主義の放熱器も多く作られた。温水|暖

脇はやわらかい放射成分の多い放熱をすることから特

に欧州で好んで使用され、わが国にも入っている。温

水l暖房の有利な点は梼熱ができる、蒸気暖房で生じる

ウォーターハンマーが生じない、快適性に富むなどが

kげられる･

ドイツの拠烙では放熱器入り口温水淵度90℃、出口

il,i水温度70℃で室洲を20℃に保てる放熱性能を持つよ

うに放熱器が設計され、検査を受けて出荷された。し

かし1973年に起こった石汕危機以来、住宅の断熱化が

進み、従来の放熱器を室内に設髄したのでは、ボイラ

がオン、オフを繰り返すなど不都合が生じるようになっ

た。同時にヒートポンプの技術や代替エネルギー利川

熱源が応用されるようになり、放熱器の出入り口温度

にI脇が求められるようになった。住宅の高断熱化と共

に快適性、制御性、およびエネルギー効率を高めるた

めに高めの測度の温水を流す小さめな放熱器の設般で

はなく、 より適切な計画と、 より低めな温水温度で運

転する放熱器を用いることが質の高い暖房技術になっ

てきた。また、これを可能にしてきたのが、放熱器の

機能性とデザイン性の向上である。こうして送水温度

を|､.げて行う低温式|暖房が主流となってきた。これは

殉

写真-9 WaldsiedlungOnkelTomsH(itteの

Riemeisterstl･aGeに建つ住宅

ケル・ トムズ・ ヒュッテのリーマイスター通り

(Riemeisterst,･alle)に建つ住宅を示す。

タウトはベルリンの住宅に好んで彩色を施した。ゲヌ

真一9の住宅は黄土色で、 ルリ朋の樹木の緑と調和して

いる。時々赤や青などの原色を川い「オヤ？」と思わ

せるものもある。しかしこれも夜lﾘjけが避<、 l iの入

りが早くなる冬季のどんよりしたH，特に雪に覆われ

てしまう季節には意外と新鮮に映るものである。

ヴァルドジードリング・オンケル・ トムズ・ヒュッ

テにはタウトの顕彰碑が建てられている。これを写典一

10に示す。右には氏のレリーフ”ブルーノ・タウト

1880-1938”とある。

’'11央には氏の座右の銘「建築とは釣り合いの芸術で

ある」と記されている。左は氏のl'lif歴が記されている。

｢1880年5月4 1 1ケーニヒスブルグ生まれ。 1921年マ

クデブルグ市の建築技師、 1924年ベルリン住宅供給公

社..GEHAG''の建築家、 1930年ベルリンエ科大学化

宅と住宅団地計而教授、 1931年プロシャ同ベルリン典

術アカデミー会貝、 1933年｢1本へ移民、さらに1936年

トルコへ。 1938年イスタンブールでドイツ市民権を放

棄。 1938年12月24日死去」とある

写真-10WaldsiedlungOllkelTOmsH(ilteにあるタウ

トの顕彰碑 写真-11 BerlinWeiBenseeTrierstraBeに建つ住宅










